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波佐地方の籾摺臼について 
籾(もみ)を木唐臼に掛け玄米にする道具です。臼は下臼と上臼があります。下臼はふんば

りが良いように四方に 15cm 幅の安定する台がついています。下臼には挽いた米が一箇所

に集まって落ちるバライと言う道具がついています。上臼には両横に 10.5cmの引きガセの

受板があり、引きガセに二人、臼に一人の三人で作業します。 

臼に付随している人は、左手で力量という木製の刳り物で籾桶から籾を掬い 4～5 回転ご

とに籾の補充を行い、カセが廻り易い様に右手で誘導します。 

波佐地方は木唐臼の原木の入手が可能で古くから木唐臼を使用していた。土唐臼は、大木

が無くても代用が利く優れものであった。              浜田市金城民俗資料館蔵 

通番 所蔵番号 名 称 材質 上臼径 高さ 下臼径 高さ 備  考 

1 1-146 木唐臼 木(松) 46.0 46.0 46.0 35.0 大鋸で目立て 

2 1-147 木唐臼 木(松) 58.0 50.0 58.0 32.0 大鋸で目立て 

3 1-148 土唐臼 木・赤土・竹 80.0 29.0 80.0 19.0 堅木の歯 

4 1-149 土唐臼 木・赤土・竹 87.0 34.0 87.0 27.0 台の高さ 20.0 

 

石峰＆抱月のふるさと『波佐まるごと博物館』 
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地域研究センター協議会 

【参加団体】 

西中国山地民具を守る会 

波 佐 文 化 協 会 

能 海 寛 研 究 会 

 

唐臼挽き作業(木唐臼) 

 


